
（一般社団法人） 2013年3月設置 

 

  しまね地域医療支援センター 
＋（自治体、医療機関、   

   医師会等） 
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【組織】 
理事長：大学病院附属病院長 

構成員：大学、県、自治体、病院、医師会等 

事務局：県派遣（３）、市町村（２）、大学（１）、 嘱託（１） 

     兼任医師（７） 

【兼任医師】 
鬼形和道（卒後臨床研修ｾﾝﾀｰ） 
岸和子（小児科） 

本田聡（大田総合医医育成センター） 

守田美和（内科第1） 
谷口栄作（地域医療支援学講座） 

増野純二（島根県立中央病院） 

木村清志（島根県健康福祉部） 

資料 ７ 



業務内容 

○医師のキャリア支援 
  ・新専門医取得プログラムの作成 

  ・個別キャリア支援 

○情報発信と相談対応 

○ワークライフバランスの推進 

○地域医療関係者との連携 

○県内勤務医師の状況把握 

 



新専門医制度の経過・概要 

  専門医の在り方に関する検討会 （平成25年4月） 

 一般社団法人日本専門医機構（平成26年5月） 

 専門医整備指針（平成26年7月） 

  ○専門医の育成 

   ・理念目標／到達目標／経験目標／研修方略／研修評価 

   ・研修プログラム、研修施設の認定基準 

   ・専攻医の採用と修了 

  ○専門医の認定と更新 

  ○専門研修プログラムの評価の認定 
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2017年に向けて、後期研修プログラムが必要 



 組織図と今後の流れ 
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②専門医認定 
①研修プログラム・研修施設認定 
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2013年 島根大学医学部附属病院を中心 

新専門医制度導入に備えて 

今後さらに 

   オール島根での取り組みを 
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2014年 オール島根で専門医を育てる 

  →県内診療関係者が集まり、プログラムを作成 

新専門医制度導入に備えて 



 出身大学拘わらず、県内の各診療科の医師が 

 「みらい棟」に集まり、現行の専門医制度に基づ 

 いてプログラムを作成 

 大学やしまね地域医療センター等がオール島根
で専門医取得をサポート 

 大学、県内病院（地域病院を含む）をﾛｰﾃｰｼｮﾝ 

 必要に応じて県外病院での研修可 

 希望により海外留学、学位の取得も可能 

 今後新専門医制度に合わせてプログラムを改変
予定 
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専門医取得プログラムの特徴 
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